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Abstract 

The purpose of this study was to survey the history and the current status of 

physical education and sport in Finnish schools, a topic relatively un known in 

Japan. Results are as follows. 

1 . Early physical education in Finnish schools was influenced by Sweden , which has 

since served as a model . 

2 .  Gymnastics was ac knowledged as one of the subjects by new School Act in 1843. 

At that time, it was not consistent that conditions as teaching staffs , facilities 

and tools were no arrangement. Consequently , gymnastics became a compulsory 

subject for all schools by 1883. 

3 .  The content of study in physical education was mainly gymnastics until World 

War I . Sport was introduced for teaching materials after 1920 . 

4 .  The training of physical education teachers begun with female for private 

gymnastics schools in 1868. The training of male teachers became later in 1882 . 

5 .  The objectives of physical education in school are as follows : 

1) to encourage pupils to adapt an active way of life and to develop a 

permanent interest in physical exercise ; 

2) to help pupils express thems巴lves through bodily movement and to 

understand sports and physical culture ; and 

3) to help pupils attain the objectives set for education in general and grow up 

to be independent and peaceloving members of society . 
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6 .  There is a n  importa nt poi nt at Lower stage (Japa nese eleme ntary school) of 

comprehe nsive school i n  previo�s term which pupils e njoy sports a nd exercise. It 

attaches importa nce to subjects such as gym nastics, wi nter sports , ball games, 

orie nteeri ng a nd hi ki ng, atheletics and swimming. Gym nastics is especially highly 

ra nked amo ng those subjects. Upper stage (Japa nese ju nior high school) of 

comprehe nsive school i n  latter term ta kes more substa ntial exercise of previous 

term a nd i nductio n of new sports, practice a nd method of physical fit ness 

trammg. 

7 . A class teacher ta kes charge physical educatio n class i n  previous term ge nerally, 

a nd physical educatio n teacher ta kes charge physical educatio n class in latter 

term. 

8 .  School promotes sports for extra-curricular activities a nd developi ng leaders to 

become teachers and outside sports specialists . School a nd outside sport 

organi zation relate strong cooperatio n. 

9 . Physical education in upper secondary school follows a course system. The 

syllabus prescribes five courses for i ndispe nsable fu ndame ntal exercise. Fit ness 

trai ning,  gymnastics a nd rhythmics are form a core syllabus natio n wide. The 

co nte nt of outdoor activities , ball games a nd elective courses are left to the 

decision by the municipality and school. 

10. One/third of graduates from the comprehe nsive school e nter a vocatio nal 

institutio ns .  Physical education in general as a fu ndame ntal subject requires o ne 

of the compulsory subjects that is related to health educatio n. 

1 1. Sport-oriented se nior secondary schools (sport school) have bee n operated since 

1986. There were eleven schools as of 1991 . Curriculum for this school is same as 

for the upper seco ndary school . However , it ta kes i nto special co nsideratio n pupils 

of high athletic ability and who they can ta ke credits flexibly. 

12. Sports events in school as compared to Japan are on a small scale. Such eve nts 

include games that teachers organi ze and which have easy rules . Official games 

are ta ken under a sports federation indepe ndently operated. 
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はじめに

極北の小国 フィ ン ラ ン ドは 、 中世を通 じ てス ウェーデン に 支 配 さ れ （1155～） 、 そ の 後

も ロ シ ア に 割譲 さ れ (1809～）、 自 治権が認め ら れ て い た も の の、 100年余も ロ シ ア 大公 の

下 に 統 括さ れ、 フィ ン ラ ン ド共和 国 と し て独立 し た の は 1917年の こ と で あ る 。

こ う し た 隣国 に よ る 長 い支 配 に も かか わ ら ず、 独立 と 団結心 と 自 尊心 の 強 い 国 民性 に 加

え て 、 長 く そ の進歩 的 な 教育 プロ グラ ム と 社会政策 の方法は有名 で あ る 。

体育 ・ ス ポ ーツ の 分 野に お い て も 、 国 民は体育活動 に 清新な 熱情を傾 注し、 体操、 ス ポ ー

ツ 、 ダ ン ス は活発で、 欠乏 と 忍耐 に な ら さ れ た強壮で活動的 な 国 民 に 適 し て い る と いわれ、

そ の シ ス テ ム や近代 オリ ン ピ ッ ク 競技等での好成績 に み ら れ る 独 自 の ト レ ーニ ン グ方法な

ど も 、 ま た有名 で あ る 。 こ の 分 野に お け る 我が 国 と フィ ン ラ ン ドの 関係 は 、 同 じ 北欧の ス

ウェーデン 、 デン マ ー 夕、 ノ ル ウェ一 等の諸国 に 比 し て そ れ ほど密で あ る と は い え な L 、。

そ れ は、 フ ィ ン ラ ン ドの 独立 に 至 る ま で の歴史的 な 経緯 に 加え て、 我 が 国 の 体育 ・ ス ポ ー

ツ 、 と く に 学校体育の 主要教材で あ っ た体操が明治期以 降、 第 2 次世界大 戦ま で の 問、 ス

ウェー デ ン体操や デ ン マ ー ク 体操 の影響を強 く 受 け て い た こ と 、 ま た、 ス ポ ー ツ で も ア メ

リ カや ドイ ツ ・ イ ギ リ ス 等 の 西 欧諸国 と の 結びつ き の 方が よ り 強か っ た こ と 等 も あ っ て 、

我が 国 に フィ ン ラ ン ドの体育 ・ ス ポ ー ツ が紹介 さ れ る 機会が少 な か っ た た め と 思わ れ る 。

筆者 は、 1995年 に フィ ン ラ ン ドを 訪れ、 同 国 の 体育 ・ ス ポ ー ツ に つ い て 関係者 と の 面接

聴き 取 り 調査 と 資料収集を行 っ た。 拙稿で は 、 そ の な かか ら 学校体育 ・ ス ポ ー ツ の 歴史 と

現状 に つ い て そ の 概要を紹介す る こ と に す る 。

1 . 学校体育の歴史

フィ ン ラ ン ドの 学校体育の歴史は、 統 括園 で あ っ た ス ウェー デン の 体操学校を モ デルに、

ま た、 そ の 協力 の 下 に 1820～30年代 に か け て ヘル シ ン キ等の都 市部 に 設立 さ れ た 体操学校

で行わ れ て い た 体育 ま で湖 る こ と が で き る 。 し か し 、 こ れ ら の 学校 は 1834年 に へル シ ン キ

大学に 併合 さ れ た へル シ ン キ 市の体操学校一校 を 除 い て 極め て 短命 に 終 わ っ た。

当初、 フィ ン ラ ン ドが ス ト ッ ク ホル ム に 1814年 に創立 さ れ た 王立 中央体操学校を モ デ ル

に し て創立 し た体操学校 で は 、 体育 館、 肋木、 施設や運動 は ス ウェーデ ン の 体育教師 P er 

Henrik Lingの 体操原理 に 基づ く も の で あ っ た。

体操 は 医療体操 に 重点が置かれ て い た が、 そ れ は、 体操学校の 管理運営が全体 と し て 医

学部の 支援 の 下 に 展 開 さ れ て い た こ と に よ る 。 大学で の 体操学校 は、 適 切な 体育教師養成

学校で は な か っ た が、 学生 に と っ て は 自 由 に体育活動の で き る 場で あ っ た。 体育教 師 の 養

成問題 は 1880年代 ま で 話題 に な ら な か っ た。

no
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体操学校 の 創 設 は 、 フィ ン ラ ン ドの 学校制度の改革の な か で実現 し た。

1843年 に 新「学技法」 （ フィ ン ラ ン ド大公園 ユム ナ ーシ ウム 及び学校規定） が 裁可 さ れ

た 。 教育制度 は 基礎学校 と 初級 ・ 上級 中等学校か ら 成 っ て い た が、 こ の 学技法は 、 ま た 女

学校 と い う 新し い タ イ プの 学校が 国立学校制度 の 中 に 正式 に 位置づ け ら れ た と い う 点 で 注

目 さ れ る 。 さ ら に 、 こ の 学技法 は教 科目 と し て 体育を認め、 初級 ・ 上級 中等学校で は カリ

キ ュ ラ ム の 中 に 週4 ～ 5 時聞 の体育の 授業を認めた。 し か し、 体育の 授業 自 体が教 授ス タ ッ

フに 依存 し て お り 、 学校が カリ キ ュ ラ ム に体育を導入す る 意欲が あ っ て も 体育 に 精通 し た

教師が ス タ ッ フに た ま た ま い る 場合の み行わ れ た に す ぎ な か っ た。 し た が っ て、 ク リ ミア

戦争 (1853～56年〉 前 に 、 体育 は 学校の正規の教 科目 と し て行 わ れ な か っ た。

( 1 ) 1 860年代の教育論議 と 学校体育の役割

ク リ ミア 戦争後、 フィ ン ラ ン ドは 国 民福祉の一層 の充実を は か る 必要性 に 直面 し た が、

こ れ は 学校 に と っ て も 例外で は な か っ た。 例 え ば、 1866年公布の フィ ン ラ ン ド最初 の 体系

的 な 「初等教育法」 で は 、 国 が初等学校設立の た め に地方 自 治体 に 補助金を交付す る こ と

を 明 確 に し た。 そ の結果、 初等 ・ 中等学校の教 と 児童生徒数が 急増 し た。

学校制度 の 発展 は 、 活発な 教育論 議を伴 っ た が、 主な テ ーマ の 一つ に 児童生徒の 健康 に

関心が 払わ れ、 再 び、 体育が教育論 議の 中心課題の一つ に 取 り 上げ ら れ た。 蘭芽期 の 学校

体育 は、 そ の 未熟 さ と 非 科学性で批判 さ れて い た が、 基礎学校や 特 に 女学校の カリ キ ュ ラ

ム に体育を導入すべ き で あ る と す る 要求が起 っ た。 こ の 要求 は純粋 に 健康 と い う 観点、 に 基

づ く も の で あ っ た。 そ し て 、 医師が体育教師 と し て行動す る よ う に 提起 さ れ た 。 体育 と 健

康 と の 結 びつ き は、 当 初 の へル シ ン キ大学の体操学校が医学部の 支援 の 下 に 行わ れ て い た

こ と に 起 因 す る が、 そ の 時点 ま で医療体操を 手段 と し て患者の 治療 に 当 た っ て い た 同 じ 医

師が健康な 国 民育成の た め に運動 （体育） 指導者 と し て行動 し た の で あ る 。

論 議は、 教育体操 と 医療体操の相違に 帰着 し た。 そ れ は学校体育 は 安全 で あ る べ き で あ

り 、 医療体操 に 類 似し た も の は そ れが どん な運動であ っ て も 避 け る こ と が 当 然 で あ る と 考

え ら れ た の で あ る 。 そ し て、 医療体操 は多 く の反復性 と 受動 的 な 運動で あ る た め 単調 で あ

る と 考え ら れ た。 し か し 、 運動が適 切に行われれ ば医療体操 は 座業や労働 に 対 し て 最善 の

手段で あ る と 考 え ら れ、 若者の 自 然の欲求 と 矛盾 し て い る に も かか わ ら ず、 学校が要求 し

た も の で あ っ た。 第 2 は、 体育が道徳教育 に と っ て も 重要な 可能性を具備し て い る 教 科目

と し て考え ら れ る よ う に な っ た こ と で あ る 。

1860年代 に お け る 教育論 議の も う 一つ の 重要な結果は、 教 科目 を必修 科目 と 選択 科目 に

分割 し た こ と で あ る が、 体育 は教育論 議の テ ー マ の 一つ に な り 関心が 払わ れ た に も かか わ

ら ず、 こ の 時点 で は 、 必修教 科に な ら な か っ た。 つ ま り 体育 は ク リ ミア 戦争前 と 同 じ く 、
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学校 に 体育教師が い て 、 施設や 器具が整備さ れ て い れ ば 授業が行わ れ た に す ぎ な か っ た。

体育 は 1883年 ま で す べ て の 学校で必修教 科に な ら な か っ た。

(2)  1 860年代か ら 第 1 次世界大戦ま で の学校体育

教育 に 関 す る 一般 的 な 論 議が、 さ ら に、 専門 領域に 発展 し た 時、 体育代表者が直面 し た

重要な 問題 は シ ステ ム の 選択で あ っ た。 つ ま り 、 そ の 時 ま で行 わ れ て い た体育 シ ステ ム が

学校 に ふ さ わ し い も の で あ る か ど う か と い う こと で あ っ た。

1860年代以 降、 フィ ン ラ ン ドの体育教師は スト ッ ク ホ ル ム の リ ン グ理論 と 欧州大陸で 当

時 広く 行わ れ て い た ドイ ツ体操に精通す る よ う に な っ て い た。 ドイ ツの 学校体育の 創始者

と し て 知 ら れ る Adolf Spiessの 方法 は 熱烈な 支持者を得て い た 。 Spiess は フロ ア で の 運 動

と 小規模の 施設 ・ 器具を 強調 し た が、 そ れ は、 ま さ に 当時の フィ ン ラ ン ドの 日常 的 な 学校

環境 に よ く 適合 し て い る よ う に 思 わ れ た。 他方、 リ ン グの体操 は 科学 的 か っ体系 的 な 方法

で評価 さ れて い た。

シ ステ ム の 選択 は 、 大方、 体育教師個 々 人の体験 に 基づ い て 行 わ れ た よ う で あ る 。 男 性

教 師 は 明 ら か に ドイ ツシ ステ ム を好み、 女性教師は リ ン グの 名 前 を盲信 し た。 この結果は、

典型的 な フィ ン ラ ン ド体操の特徴で あ る 女子体操の 初期 の 違 い に よ る も の で あ っ た が、 こ

の こと の 一つ の 表れ と し て 、 1860年代 に 女学校で行わ れ て い た一つ の 実験 を 除 い て 、 中 等

学校で の 女子体育 は 常 に 女性体育教師 に よ っ て 指導 さ れ て い た。

( 3 )  第 1 次か ら 第 2 次世界大戦の 閣の学校体育

1917年12 月に 独立 し 、 1919年 に 憲法を制定 し て 共和 国 と し て の 道 を 歩 み始 め た 新生 フィ

ン ラ ン ドは、 19世紀 の 自 治 の 聞 に確立 さ れ た政治， 経済， 社会， 文化構造の 全 ゆ る 分野で

急速 な 改革 を 行 っ た。

教育の 分野で は、 1921年に 7 ～15 歳ま で の普通義務教育法が裁可 さ れ た 。

体育で は 二つ の 改革が採 り 入れ ら れ た。 一つ は 1872年 に 確立 さ れ た 国家普通教育評 議会

(National Board of General Education） が視学官と し て 知 ら れ る 文 官の 採用 を 決 め た

こと で あ る 。 最初の 体育視学官で あ っ た Ivar Wils kman は 、 教 授の 基準 と 教師 の 資質 ・ 能

力 に 加 え て 教育施設や設備に 注意 を 払 っ た。 彼は 国家普通教育評 議会 に 対 し て 、 彼 の 報告

書で勧告し た 欠 陥 を 改善す る た め の 措置 を要求 し た 。 Wils kman の 行動 に よ っ て 学校体育

の 最善の シ ステ ム に 関す る 論 議が序 々 に 行政的指導へ の 道 を 聞 い た。

も う 一つ は、 教育 内 容 の 変化で あ る 。 第 1 次大 戦前は学校体育 は 長 い 間体操の み で あ っ

た が、 1920年代 に 入 っ て 序 々 に教育 プ ロ グラ ム に スポ ー ツが導入 さ れ た。 女子体育 に お い

て は リ ン グ派 の 体育教師た ちは 長 い 間 スポ ー ツを避け て い た。 し か し 、 1930年代 に は す で

に、 女子の 体育 授業 に も スキ ー 、 スケ ー ト 、 球技が行わ れ て い た。 男 子 は フィ ン ラ ン ド式
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野球 i� 1 1 や フッ ト ボール や パン デ ィ を 楽し み、 可能な 限 り スキ ーや スケ ートを行 っ て い た。

ま た、 保健衛生 は体育の 授業の な かで教 授さ れ て い た。

第 2 次大 戦は、 体育の 授業 に 国 防教育を も た ら し たが、 射撃は カ リ キ ュ ラ ム の 中 に 決 し

て 組 み 込 ま れ な か っ た。

体育の 授業 内 容 や 時間数 は学校段階や所在地 に よ っ て差異が見 ら れ た。

初等学校段階で は、 1920～30年代 に は、 体育の 授業 は 週2 時間 で あ っ た が、 都 市部 と 地

方 の 学校 と で は、 施設 ・ 用 具の ほ か に、 教師 自 身 の体育 に 対す る 関心が 著し く 異な っ て い

た。 と い う の は、 体育 の 授業 は 、 3 年間 の 教員養成学校で、 わ ず か に 週2 ～ 3 時間程度の

体育 科目 を履修 し た 初等学校教員 に よ っ て行われ て い た か ら で あ る 。 体育の 専門教育 を 受

け た体育教 師 は へ ル シ ン キ 市に 1 人 だ け い た が、 こ の 教師で さ え 市内 の す べ て の 初等学校

を分担 し て い た。

こ れ に 対 し て 中等学校 で は 、 体育専門の体育教師が 授業を行 い 、 時間数 も 週2 ～ 4時 間

で あ っ た。

(4） 体育教師の養成

フィ ン ラ ン ド最初 の 事実上の教員養成学校、 い わ ゆ る 師範学校が 「 フィ ン ラ ン ド小学校

の 父」 と 呼 ばれ、 知識ばか り で な く 「身体諸 器官の訓練」 を も 重視 し た 牧 師 Uno Cygnreus 

を初代校長 に し て 1863年 に ユパスキ ュ ラ に 開校 さ れた。 そ し て、 そ こ で初等学校教員 の 養

成が始め ら れ た 。 体育 は初等教育の カ リ キ ュ ラ ム に含 ま れ て い た の で体育 も 関学 当 時 か ら

適 切に 教員養成プ ロ グ ラ ム の 中 に 位置づ け ら れ て い た。

師範学校 の 最初 の 体育教師は、 1865年 に フィ ン ラ ン ドで 最初の体育教育参考 書を 著わ し

たK.G.Goosで あ っ た。

中等学校教師 は 大学で修学 し、 そ の 目 的 の た め に設立 さ れ た普通学校で教育実習 を行 っ

た が、 体育が普通学校で ま だ適 切な 体育教育の た め の 授業時聞が配当 さ れ て い な い と い う

理 由 で、 体育 は 単 に 副科目 と し て 選択で き る に 過 ぎ な か っ た。

フィ ン ラ ン ドで最初の体育教師養成を受 け た の は 女性 で あ っ た 。 1868年 へ ル シ ン キ で

Mathilda と Georg Asp に よ っ て 創立 さ れた私立の体操学校が、 体育教 師 の 資 格 取 得 志 望

者の た め に 1 年課程で発足 し た。 女性 に 最初の体育教師養成 の 機会が与え ら れ た理 由 と し

て、 ① 女性 に は、 男 性 に 比 し て他 に 選択すべ き 養成学校が ほ と ん ど な か っ た こ と 、 ②体育

教師が 女学校で必要で あ っ た こ と の 2 点が あ げ ら れ る 。

男性の体育教師養成 は、 ヘル シ ン キ大学の体操学校で1882年 に 始 め ら れ た。 最初 は 1 年

課程で あ っ た が、 1894年 に 2 年課程が導入 さ れ、 同 時 に 女性の体育教師養成 も 大学 に 引 き

継がれた。 1908年修学年数が 3 年 に延長 さ れた。 1963年 に は ユパスキ ュ ラ 総合大学で も 体
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育教師養成が始 め ら れ た が、 ヘル シ ン キ大学の 体操学校 は 1974年 に 閉鎖す る ま で続 け ら れ

た0 IE引 体操学校で の 授業 は 、 解剖学、 生理学、 運動学、 方法学 と 歴史等 の 理論 科目 が 含

ま れ て い た。 実技 は 教育体操 と 医療体操が行わ れ て い た。 フィ ン ラ ン ドの体育教 師 の 大学

養成の 祖で あ る Vi kfor Hei kel は教育体操の た め に尽力 し た が、 教 員 養 成 が 拡大 し た 時 の

焦点が 医療体操 に あ っ た た め に 徒労 に 終わ っ た。

Hei kel は、 1874年 ス ウェー デ ン 語 に よ る 少年の た め の 学校体育ハ ン ドブッ ク の 出 版を 機

に 著作家の 道 を歩み始め た。 彼の 書物は、 K. G.Goosの初期 の 教育参 考 書と 多 少 一 致 し て

い る 部分 も あ る が、 そ の 内容 は よ り 詳細 で あ っ た。 Goosの 書は 運動 を 中 心 に 記述 さ れ て

い る が、 Hei kelの 書は 運動 の 指導 に 力点が置かれて い た。 Heikelの 書物 は 間 も な く 中 等 学

校で Goosの 参考 書と 交代 し た が 師範学校や初等学校で は相変わ ら ず Goos の フィ ン ラ ン ド

語 の 教育参考 書が使用さ れ た。

少年の た め の 教 科体育 の 目 的 は パワ ー と 持久性の能力 向 上 に あ っ た が、 ス ウェー デ ン 体

操 は余 り に も 医学的か っ兵式体操 を 基 に 作 ら れ た も の で あ る た め、 こ の 教 科体育 の 目 的 を

達成す る に は余 り に も 形式的か っ一方的 な も の で あ る 。 少年の体育 は よ り ダ イナ ミ ッ ク な

ドイツ 式 に 従 う べ き で あ る 、 と い う の がHeikelの見解で あ っ た。

少 女に と っ て、 学校教育 は、 少 女が生来少年 よ り も 身体活動が少な い と 考 え ら れ て い た

の で少 女た ち の健康 に と っ て特別重要で あ る と 考え ら れ て い た 。 Elin Kallio は 少 女体育

の パイオニ ア で あ り 、 フィ ン ラ ン ド男 女共学校で 女生徒の体育教師 と し て40年以上勤め 、

そ こ で将来 の 体育教師の 教育実習 を監督 し 、 第 l 次世界大 戦前 の フィ ン ラ ン ド全体 の 女性

体育の 調和 に 重 要 な 役割 を 果 た し た が、 Kallioは、 リ ン グ派の体操の解剖学的生理 学 的 な

基盤は、 運動が正 し い順序 で整然 と 行 わ れ る 時全身体 は 効果的 かっ 安全 に運動 さ れ る こ と

が保障 さ れ る 、 と い う リ ン グ の思想を信奉 し て い た の で、 Hei kelの 体育 と は 全面 的 に 反対

の 立場 を と っ た。 し か し な が ら 、 Kallio は、 生物学的差異 に よ り 少女 の 体育 と 少年 の 体 育

と は 同一視出 来 な い が、 女性の体育は、 例 え ば、 社会的役割 （性役割） に よ っ て ひ き 起 こ

さ れ る よ う な 他 の 全 ゆ る 制 限か ら 自 由 で な け れ ば な ら な い こ と を強調 し た。

2 . 教育制度 と 学校体育

フィ ン ラ ン ド の 学校体育 の現状を概観す る 前 に 、 同 国 の 教育制度 に つ い て 簡潔 に ふ れ て

お く 。

( 1 ） 教育制度

フィ ン ラ ン ドの 教育制度 は、 図 1 に示す と お り で あ る 。

義務教育 は、 7 ～16歳 ま で の 9 年間で、 総合制学校 （Comprehensive schools） で 行 わ
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れている。

総合制学校のカリキュラムは 、 6年制の前期

課 程 （Lower stage ： 初等教育段 階 。 日 本 の

「小学校」） と3年制の後期課程 （Upper stage : 

前期中等教育段階。 日本の「 中 学校」） の 2 段

階に分かれている。

Age 
25 

19 

_!2_ 

総合制学校修了者には 、 後 期中等教育機関へ ｜ 旦

の入学資格が与えられる。

後 期 中 等教育 は 、 上 級 中 等 学 校 ( Upper

secondary school) と 職 業 教 育 学 校

( Vocational and professional ed uca ti on 

ins ti tu tions） で行われている。

上級 中等学校 は 、 大学進学を 目 的とする普通

教育を行っている。 修 業年限は通常3年であり、

I 16 

7 

P問primary edu臼lion in kindergartens and 
comprehensive schools 

図 1 フ ィ ン ラ ン ドの教育制度

修 了 時に大学入学資格取得試験が行われる。 教科の種類や履修時間及び全 国 カリキュラム

ガイドラインは教育省が定めているが、 地方自治体及び学校の裁量権が認められている。

職業教育学校 は 、 高等専門学校、 職業専門学校、 職業学校があり、 各学校により修業年

限が異なる。 通常、 最初の 1 年間は 全ての生徒に共通の一般基礎教育が行われている。

就学前教育及び高等教育について は 省略する。

(2) 学校体育の制度

学校体育の 目 標 は 、 児童生徒が活力ある生活様式に適応し、 生涯にわたって身体運動へ

の興味・関心を発展されていく こ とを扶けるとともに、 身体運動を通して自 己実現し、 ス

ポーツや身体文化を 理解するための機会を与える こ とである。

身体運動は 、 また、 体育以外の教科 目 の学習の基礎となる資質 ・ 能力を向上させる。 活

動的で身体適性の高い子供は他教科の学習にも有益である。 もうひとつの重要な 目 標 は 、

協調性のような諸 々 の一般的な教育目標を身体運動を通して達成し、 社会の平和を愛好す

る構成員として独立し成長するように児童生徒を助力する こ とである。

児童生徒が活力ある生活様式に適応できるように、 身体的条件や 肉体的技能を発達させ、

ス ポーツや運動によって学習される積極的な体験を持たせる こ とが大切である。 身体運動

は 児童生徒のパ ー ソナリテ ィ 、 つまり精神運動性、 認識、 情緒的、 倫 理的、 社会的成長等

の全 ゆる側面に影響を与えるようにする こ とが重要である。

学習内容 は 、 身体運動のもっとも一般的な運動様式を含み、 一人一人の子供に身体運動
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に つ い て の基本的 な 事実 を 教え る こと が大切で あ る 。

体育の一般的 目 標 は 、 男 女共通で あ る が、 目 標 達成 に は授業 時 に 性差 を 十分考慮 す る 必

要 が あ る 。 女子の 身体運動技能 は 男 子 よ り 急速 に 発 達す る し 、 授業へ の 動議づ け の 要因 も

男 女 が そ れ ぞれ好む運動学習 に よ っ て も 異な る 。 つ ま り 、 身体運動能力 や基礎的 な 運動技

能 に は 性差が あ る 。

フィ ン ラ ン ドの 学校制度 に お け る 特徴の一つ は、 上級 中等学校 と 職業教育学校 で 行 わ れ

て い る 健康教育で あ る 。 健康教育の 内 容 は後記す る が、 体育教師が担当 し 、 健康 と 交通教

育 の 一般 的 な テ ー マ を取 り あ げて い る 。

(3) 学校体育の構造

フィ ン ラ ン ドの 子供 は 、 家庭 に 加え て主 に 学校や スポ ー ツ ク ラ ブで体育を 受 け て い る 。

学齢期の 子供や若者 の約半数が、 スポ ーツ ク ラ ブが提供 し て い る 活動 に 参加し て い る 。 削 ）

フィ ン ラ ン ドで は、 我 が 国 と 違 い 学校 と 少年防衛軍 出 ） が標準 的 な 体育 に つ い て 責任 を

負 っ て い る が、 学校 は子供が 9 年 間 の 総合制学校で体育教育を受 け て い る の で 重要 な 役割

を果た し て い る 。

体育の 授業時間数は、 児童生徒の 年齢や学校の 特殊事 情に よ る 時間配当 に よ っ て 週1 ～

3 時間 で あ る 。

フィ ン ラ ン ドの 前期課程学校 で は 、 約40% が学校専用 の 体育 館を 持 っ て い な い が、 そ の

ほと ん どが総児童数20名以下の 小規模学校で あ る 。 ま た、 約60%の学校が 自 治体の公営プー

ル で 水泳の授業を行 っ て い る 。

スキ ー は ほと ん どの 学校の 児童 に 、 ま た、 スケ ー ト は約60% が可能で あ る 。

最近、 学校 内及び周辺の スポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施設の 改善 に 特別な 関心が 払われ、

スキ ー エ リ ア は 周 辺 と 調和す る 自 然環境をつ く る 目 的で デ ザ イ ン さ れ、 子供 た ち が スポ ー

ツ に 参加し 、 種 々 の 方法で 自 ら の 諸能力 を発 達さ せ る こと がで き る よ う に 奨励 し て い る 。

学校建築物 は地方 自 治体の 所有で あ る が、 国 は スポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施設建築 の

た め に 地方 自 治体 に 補助金 を 支 出 し て い る 。

前記 の よ う に 、 多 く の 学校で 室内 ゲ ー ム 用 の 施設が不十分で あ る 。 体育 館は 隔 壁で分割

で き る が、 全 て の 学級集 団に 十分の スペー スを確保す る こと が 困難で あ る の で、 複数 ク ラ

ス の 同 時体育授業で の 施設使用 が長年の課題 と な っ てい る 。 し か し 、 新し い 学校建築 プ ラ

ン は こう し た 室内 ゲ ー ム 用 の施設建築 に秀 れ た 配慮が行わ れ て い る 。

以下、 学校段階別 に み る こと に す る 。

1 ） 総合制学校

総合制学校の 学校数 ・ 生徒数 ・ 教員数は 表 1 の よ う で あ る (1993年現在） 。
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表 1 総合制学校の学校数 ・ 児童生徒数 ・ 教員数 （1 992～93)

フ ィ ン ラ ン ド 系

学 校 数

4 ,406 

321 

児童生徒数 教 員 数

ス ウ ェ ー デ ン 系

561 ,005 

30,650 

41 , 752 

2 ,679 

そ の 他 3 

ふ
1

3＝
ロ 4 , 730 591 ,655 44 ,431 

総合制学校 に お け る 体育の 計画及び履修 は地方 自 治体 レ ベルで作成 さ れ た カ リ キ ュ ラ ム

で規定 さ れ て い る 。 教育省 の下部機関 で あ る 国家教育評 議会 は カリ キ ュ ラ ム の 概要 を 確定

し 地方 自 治体 に 、 時 に は 直接学校 に カリ キ ュ ラ ム作成の た め の ガ イ ドラ イ ン を発 し て い る 。

体育 の カリ キ ュ ラ ム は、 一人一人の子供が、 スポ ーツ や運動 に慣れ親 し む こ と が で き る

よ う に、 も っ と も 重要 な 運動 と し て、 体操、 冬季 スポ ーツ 、 球技、 オリ エ ン テ ーリ ン グ・

ノ 、 ィ キ ン グ、 陸上競技、 水泳 （可能な 限 り ） を規定 し て い る 。

体操 に は 女子児童生徒の 授業の約 1 / 3 、 男子児童生徒の 授業 の 約 1 / 4の 時間 配当が

な さ れ て い る 。 体育 の 教材 と し て 主流を 占 め て い る 体操 に 我が 国 と 比較 し て か な り 重点 が

置かれ て い る こ と が注 目 さ れ る 。 冬季 スポ ー ツ の も っ と も 重要な も の と し て スキ ーが あ げ

ら れ て い る が、 こ れ は フィ ン ラ ン ドの環境風土か ら み て 当然 で あ ろ う 。 一般的 な 球技 は 、

フィ ン ラ ン ド式野球、1£ 1 ） パスケ ッ ト ボー ル、 バ レ ー ボール な ど で あ る が、 男 子 に は、 フッ

ト ボール と ア イ スホ ッ ケ ー も 行わ れ て い る 。

水泳 は、 総合制学校の 前期課程の 低学年 に履修す る よ う に 定 め ら れ、 ほ と ん どの学校が、

3 ・ 4年生 に 水泳授業 を 行 っ て い る 。

国家教育評 議会 は、 ま た、 多種多様 な 身体運動の う ち必須の 内容 に 関す る ガイ ドラ イ ン

を 出 し て い る 。 地方 自 治体作成の カリ キ ュ ラ ム で は、 身体運動 の 内 容 は 1 年次か ら 順次、

体系 的 に 秩序 づ け ら れ る よ う に 具体的 に 区分 さ れかつ配列 さ れ て い る 。

州 議会 は 、 国家教育評 議会 と の 協 議後、 総合制学校の 授業配 当 を確認す る が、 授業 配当

は あ る 程度の変更が許 さ れ て お り 、 地方 自 治体 ま た は学校の裁量権が認め ら れ て い る 。

体育 授業 は 表 2 の よ う に 配当 さ れ て い る 。

前期課程 で は 、 体育 は l 学年か ら 6 学年 ま で合 計週 当 た り 15時間配当 さ れ て い る が、 実

質的 に は体育の 授業 は 1 年 だ け 表 中 の 最 低時間数で実施で き る こ と を意味 し て い る 。

後期課程 で は 、 7 ～ 9 学年 に 、 少な く と も体育配 当 の 30時間を交通及 び健康教育 に 配当

し な け れ ば な ら な L 、。
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閥 1994年の カ リ キ ュ ラ ム 改正で総合制学校の 「体育」 の最低時間数 （必修） は 、
前期課程で456分、 後期課程で228分 に な っ た。 た だ し 、 前期 ・ 後期 と も 選択 と
して割増 し が認め ら れて い る 。

体育 授業は、 各年齢集 団の欲求 ・ 興味 ・ 関心に対応でき る よ う に各学年に 配当 さ れてし 唱 。

前期課程 で は 、 体育 は 身体的可能性 と 技能の発 達を 重視す る 。 後期課程で は 前期課程で

学習 し た技能の よ り 一層 の 上 達と 完成を 目 指す。 そ し て、 生徒の 身体的条件 も よ り 改善 さ

れ る 。

教育 は子供の 潜在能力、 欲求、 関心を考慮 し 、 生 涯に わ た っ て 身体運動へ の 興味 ・ 関心

が高め ら れ る よ う に 多 様 な 刺激を与え、 異な っ た視点か ら 子供 の 技能 を 高 め 、 文化遺産 を

伝承 し 、 そ し て地方特有の条件を考慮 し て 計画さ れ て い る 。

低学年 の 体育 は、 技能、 特 に リ ズ ム 、 バラ ン ス、 反応等 と 基礎 的 な 運動技能の 発 達に 重

点が置かれ て お り 、 専 門 的 な スポ ー ツ の 指導 は 3 年生か ら 始 め ら れ て い る 。

女子の体育 は、 特 に 技能 と 全身持久性 （Aerobic endurance） に 重点 を 置 く が 、 全 身 持

久性の 運動 中 は、 ま ず運動 に慣れ さ す こと を強調す る 。 そ し て 最終学年の 6 年で持久性 を

向上 さ せ る 。 学習 内 容 に は無酸素的持久性 （Anaerobic endurance） 運動 も 含ん で い る 。

も っ と も 重要 な 技能 は 反 応 と 弁 別男 子 の 体育 も 、 ま た、 技能の発達 に 重点 を置 く が、

(Di ff erencia ti on） で あ る 。

後期課程で は、 前期課程で学習 し た運動が洗練 さ れ、 統合 さ れ、 よ り 一層 高 レ ベ ル の運

動が要求 さ れ る 。 新し い スポ ー ツ 種 目 も 学習す る 。 体力 ト レ ー ニ ン グで は、 筋力、 全身持

久力、 敏捷性、 リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン を 向上 さ せ る た め の ト レ ー ニ ン グ方法を学習 す る 。

前期課程では、 体育 は規定では体育専門教師あ る いは教 科担 当教師が 3 年生以上か ら 教 授

でき る よ う にな っ てい る が、 一般に体育の専門でな い学級担任教師 に よ っ て指導 さ れて L 、 る 。

課外活動は、 児童生徒の 身体活動の機会を増やす点 で有益で あ り 、 1990年現在、 総 合 制

学校の全課外 ク ラ ブの約30%が スポ ー ツや身体運動系 の ク ラ ブで あ る 。 ク ラ ブの 指導者 は教

師か コ ー チ の よ う な 学校外の専門家の いづれかで あ る 。 学校 と 学外 の スポ ー ツ 組織 の 聞 に は

強 い協力 関係があ り 、 例 え ば、 学校行政 は本や ビデ オ等の教材 の 提供 や 補助 教 員 養成 の た

め の 多 種多 様 な スポ ー ツコ ー スを組織す る た め に スポ ー ツ 団体 と 緊密 な 協 力 関係 に あ る 。

73 



愛知県立芸術大学紀要 No.28(1998)

2 ） 上級中等学校

カリ キ ュ ラ ム は単位 （Course） 制で、 1 単位38 授業 時 間 で あ る 。 体育 は 全生 徒 の 共通

科目 で あ り 、 最初の 2 年間 で各 2 コース、 最終学年で 1 コースに 対応す る 授業時間で あ る 。

上級 中等学校 で は こ の よ う に総 計 5体育 コースを履修す る 。

授業 は 大学 出 の 体育教師が担当す る 。

体育の 目 標 は 、 生徒を 活力 あ る 生活様式 に適応 さ せ る こ と 、 そ し て そ の た め に 生徒 の 健

康 ・ 体力 の 保持 ・ 増進 を は か る こ と で あ る 。 ま た、 身体運動 を過 し て教育全般の 一般的 目

標 達成 に 貢献す る こ と で あ る 。

体育の シ ラ パ スは、 国家教育評 議会の原則 と ガ イ ドラ イ ン に 基づ い て 地方 自 治体 で作成

さ れ て い る 。 体育 は 表 3 の よ う な 基本的要素か ら 構成 さ れ、 全体 と し て バラ ン スの と れ た

学習 内 容 に な っ て い る 。

表 3 よ級中等学校の 「体育」 シ ラ パ ス

コ ー ス

1 体力 ト レ ー ニ ン グ

2 体操 ・ リ ズ ム

3 野外活動

4 球 技

5 一種 目 の運動

内 容

「 ラ ン ニ ン グJ 「体力保持運動」
「検定 プ ロ グ ラ ム ・ 運動 コ ー ス 」
「基本体操」 「 リ ズ ム 体操」
「器械体操」
「ハ イ キ ン グ ・ オ リ エ ン テ ー リ ン グ」
「 ス キ ー 」
「屋外ゲ ー ム （一種 目 ） 」
「屋内 ゲ ー ム （一種 目 ） 」

学校の 自 由選択

最初の 2 コー スの 学習 内 容 は 、 全 国 的 な コア ・ シ ラ パスに 従 っ て い る 。 そ の 目 的 は生徒

が基礎 的 な 身体運動技能を学習 す る こ と と 教育実践が バラ エ テ ィ に富ん で い る こ と を保証

す る こ と で あ る 。

コー ス3 ～ 5は、 地方の 状況や スポ ーツ 文化や教師の専門分野等を考慮 し て 各地方 自 治

体 に よ っ て 作成 さ れて い る 。

学校裁量 に よ る 連動 内 容の 選択 は 、 表外か ら 選択 し で も よ い し 、 嚢 中 の 運動 内 容 を 分 け

て も よ い し 、 ま た 、 表 中 の ひ と つ だ け の運動 を学習 さ せて も よ い、 こ と に な っ て い る 。

第 1 学年 で は 、 健康教育 に 関 す る 理論単位は、 例 え ば、 健康 と 病気、 身体運動 と 健康、

健康 ダ イ エ ッ ト 、 精 神衛生、 ア ル コール と 麻薬、 人間関係 と 性、 人間工学 と 職場衛生、 環

境保護等の テ ーマ を と り 上 げ体育教師の指導の下、 ク ラ スで論 議さ れて い る 。

3 ） 職業教育学校

フィ ン ラ ン ドで は 、 義務教育 で あ る 総合制学校修 了者の う ち約 1 / 3 の 生徒が職業教育

学校 に進学 し て い る （1992年） 。 職業教育学校は、 現在約490校、 学 生 数 約 1 58,000人 で あ
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る 。 こ れ ら の 学校の な か に は私立 スポ ーツ 学校 も あ る が、 学生数 は400人程度で あ る 。

各職業教育学校で は、 国家教育評 議会の 枠組み を基準 に 学校独 自 の カ リ キ ュ ラ ム を 作成

し て い る が、 同 じ 全 国 的枠組みが、 職業訓練学校や大学 レ ベル の 学校で、 成人教育や年季

奉公 （徒弟身分） の 訓練等の若者を対象 と す る 教育 に も 適用 さ れ て い る 。

全 て の 職業教育学校の 共通 目 標 は、 学生 に職業技能教育 に必要 な 条件 を用 意す る こ と で

あ る が、 さ ら に 、 学生 の パーソナ リ テ ィ の 発 達、 環境 と 自 然 の保護、 自 国 文化 の 尊厳、 国

際平和 と 協力 の 促進、 男 女平等、 企業精神 の必要条件、 等の 領域に つ い て 学生の 意識 と レ

デ ィ ネ スを 向上 さ せ る よ う に 努 め て い る 。

職業教育学校 に お け る 体育 は健康教育 と 関連 さ せ て 指導 さ れ て い る 。 体育 は全て の 一般

基礎教育 科目 の 中 で の 必修教 科と な っ て お り 、 週約 2 時間 の 授業が行わ れ て い る 。 た だ し、

成人の職業教育で は、 体育が職業 自 体の 目 標 達成 に 不必要で あ れ ば 除外 さ れ て い る 。

体育の 目 標 は、 活力 あ る 生活様式の 向上 に あ り 、 こ れ は学生の 身体的 ・ 精神的 ・ 社会 的

技能 と 能力 を保持 ・ 増進 さ せ る こ と に よ っ て 達成 さ れ る も の で あ る 。 し た が っ て 身体活動

は、 可能な 限 り 多様で、 例 え ば美的 楽し みが事受で き る よ う な タ イ プの 運動が必要であ る 。

学生 は体育教育で各種の スポ ーツ や運動 サービ スを利用 し て 多様 な タ イ プの 運動 を 行 い 、

彼 ら の 欲求 に も っ と も 適 し た スポ ーツ や運動が選択で き る よ う に 考慮 さ れ て い る 。

健康教育の 目 標 は、 仕事や余暇 に お い て健康を 高 め る よ う な 生活様式 の 基盤 を 創 る こ と

で あ る 。 そ の 目 標 と 内 容 は 、 部分的 に 全般的 な 教育 と 同 じ で あ る が、 職業教育学校で は、

職業 安全、 人間工学、 職業病 や労働環境 の 質 に 影響を及 ぼす諸要因、 等 に よ り 重点 が 置 か

れ て い る 。

4 ） ス ポ ー ツ 学校

我 が 国 で は 1950年 （昭和25） に 、 都立駒場高校 に体育学 科が 設置 さ れ た が � i£5 ） フィ ン

ラ ン ドで は、 1986年 に 上級 中等学校 レ ベル の スポ ーツ 学校 （Sports-oriented schools） が

実験的 に 開設 さ れ て い る 。 1990～91年度現在、 実験校 は 10 フィ ン ラ ン ド語系 と 1 スウ ェー

デ ン 語系 の 計1 1 の スポ ーツ 学校が開校 さ れ て い る 。 こ の制度 は 将来恒久的 に な る 見通 し で

あ る 。

スポ ーツ 学校 に お け る 教 科は上級中等学校 と 同様の カ リ キ ュ ラ ム で実施 さ れ、 l 単位38

授業時 間 で あ る 。 た だ、 上級 中等学校 の よ う に 学習集団 の 中 に 固定 し た ク ラ スを 持 っ て い

な い。

修学年 限 は 5～ 6 期 に 分 け ら れ て お り 、 生徒 自 身 が学習 計画を作成 し て い る 。 各期 に お

け る 履修単位数 は 決 め ら れ て い な い。 卒業資格や大学入学資格取得受験 も 可能で あ る が、

生徒 は最 低75単位の 取得が必要 で あ る 。

- 75 -



愛知県立芸術大学紀要 No.28(1998)

こ の よ う に ス ポ ーツ 学校 は 固定 し た ク ラ ス制 を と っ て い な い が、 こ の制度 は一流競技者

を 目 指 して い る 生徒 に は 秀 れ た 制 度 で あ る 。 生徒 は ス ポ ーツ に 取 り 組み な が ら 自 ら の裁量

で学習 計画を た て る こ と がで き る 。 つ ま り 、 集中 ト レ ーニ ン グや 競技期 間 中生徒 は 履修単

位 を 軽減 し 、 逆 に 競技 シ ーズ ン 外 は 学習 に集中で き る と い う 弾力性が あ る か ら で あ る 。

大学入学資格取得試験 も スポ ーツ学校の 生徒 は秋に受験が可能で あ る し 、 も し ，必要で あ

れ ば修業年限を 3 年か ら 4 ～ 5 年間 に延長す る こ と も 可能で あ る 。

ス ポ ーツ 学校 は 、 若者が一流競技者を 目 指 し て ト レ ーニ ン グし て い る 聞 は卒業 を 保証 し

て い る 。 ト レ ー ニ ン グ中、 生徒 は ト レ ー ニ ン グ時閣の一部 を 学習 時 間 と 見な す こ と がで き

る が、 そ の 単位 は、 理論学習 を 含 め て 75単位の う ち最大限24単位で あ る 。

ス ポ ー ツ 学校 の 地位 は 州 議会で認可 さ れて い る が、 全て の 上級 中 等学校 に お い て も 学校

の 方針 に よ り 、 最大 8 単位 ま で体育を カ リ キ ュ ラ ム の 中 に増単で き る 裁量権を も っ て い る 。

これ は体育 授業 を 週2 ～ 3 時間増やす こと がで き る こ と を意味す る 。

職業教育学校 も 、 ま た一流競技者が彼 ら の スポ ー ツ に必要 と す る 諸条件 に 対応 し て 学習

時 聞 を 配 当 す る よ う 講 じ て い る 。 学生 は個 々 の与え ら れ た プ ロ グラ ム に 従 っ て試験 の た め

の学習時聞 を延長す る こと が で き る 。 ただ し、 例 え ば、 幾つ か の 商業教育学校 で は、 バス

ケ ッ ト ボー ル や ア イ ス ホ ッ ケ ー 選手 の ため に特別 の 学習 ラ イ ン を設 け て い る が、 ス ポ ーツ

学校 と は 対照的 に ト レ ー ニ ン グ時 聞 は学習 時間 と し て 認め ら れ て い な い。

5 ） 学校 ス ポ ー ツ競技

フィ ン ラ ン ドの 学校 スポ ー ツ競技 は、 例 え ば、 ア メ リ カ の 制度 と 違 っ て 圏 内 の ト ッ プ ス

ポ ー ツ あ る い は 公的組織 と 連携 し て い な L 、。

国家教育評 議会 の 管理下 に あ る 学校 は、 学校の カ リ キ ュ ラ ム と 密接 に 関連す る 各種の ス

ポ ー ツゲ ー ム を一校 ま たは学校 聞 で 開催 し て い る 。 こ れ ら の ゲ ー ム は、 例 え ば、 “体操演

技 （Gym Circus） ” の よ う な 総合制学校 に お け る 全 ク ラ スの 体操競技、 6 ～ 9 学年 の 陸

上競技会、 7 ～ 8 学年 の バスケ ッ ト ボー ル ト ー ナ メ ン ト を含 ん で い る 。 競技 は ほ と ん ど教

師が組織 し 、 各種の競技連盟や スポ ー ツ組織主催 の 公式競技 と は異 な る 。 ル ール は、 例 え

ば チ ー ム を 男女混合で、 ま た学習集団でつ く る な ど公式ル ー ル と 異な っ て も よ い し 、 プ ロ

グ ラ ム も 余興的で娯 楽的要素を含ん で も よ い。

児童生徒の た め に公式ルー ル に よ る 競技を行 う こ と も で き る が、 こ れ ら の ゲ ー ム は フィ

ン ラ ン ド学校 スポ ー ツ連盟 の独立 し た学校 スポ ー ツ組織 に よ っ て 開催 さ れ て い る 。

おわ り に

以上、 極 め て 大雑把 に フィ ン ラ ン ドの学校体育 ・ スポ ー ツ の 歴史お よ び現状を紹介 し た
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が、 要約す る と 次 の よ う で あ る 。

1 . 初期の 学校 体育 は 、 か つ て の 統 括国 ス ウェーデ ン の 影響 を 強 く 受 け 、 そ れ を モ デル と

し て展開 さ れ て い た。

2 .  1843年の 新「学技法」 に よ っ て 「 体育」 は教 科のー っと し て 認 め ら れ た が、 当 時 は 教

員 陣、 施設 ・ 用 器具等の諸条件が未整備で あ っ た た め に 周知 徹底せ ず、 全 て の 学校で必

修 科目 に な っ た の は 1883年で あ る 。

3 . 体育の 学習 内 容 は 第 1 次大 戦ま で は 体操が主で あ っ た が、 1920年代以 降ス ポ ーツ が教

材 と し て導入 さ れ た 。

4 . 体育教師の養成は、 1868年 に 私立体操学校 で の 女性が 最初 で あ り 、 男 性体育教 師 の 養

成 は 1882年か ら で あ る 。

5. 今 日の 学校体育 の 目 的 は、 ①活力 あ る 生活様式 に 適応 し 、 生 涯に わ た っ て ス ポ ー ツ へ

の 興味 ・ 関心を発展 さ せ る こ と の で き る よ う に 扶 け る 。 ②身体活動 を通 し て 自 己実現を

は か り 、 ス ポ ー ツ 文化を理解 さ せ る 。 ③身体活動を通 し て 教育全般の 目 標 達成 に 貢献す

る と と も に 平和 を 希求す る 国 民 の 育成を 目 指す。 等で あ る 。

6 . 総合制学校 （義務教育） の 前期課程 （ 日本の 「小学校」） で は、 ス ポ ー ツ や 運 動 に 親

し む こ と に 重点が置かれ、 教材 （運動） と し て 体操、 冬季ス ポ ー ツ、 球技、 オリ エ ン テー

リ ン グ ・ ハイ キ ン グ、 陸上競技、 水泳 （可能な 限 り ） 等 を 重視 し て い る が、 体操の 占 め

る 割合が高い。 後期課程 （「中学校」） で は 、 前期課程で の 運動 の 一層 の 充実 と 新し い ス

ポ ー ツ 種 目 の 導入及 び体力 ト レ ー ニ ン グの実践 と 方法を学習 さ せ て い る 。

7 . 体育 授業 は 、 前期課程 で は 一般 に 学級担任が、 後期課程で は体育専門 の教師が担当 し

て い る 。

8 . 課外活動 と し て ス ポ ー ツ を奨励 し て い る が、 指導者 は教師か学外の ス ポ ー ツ 専門家で

あ る 。 学校 と 学外 の ス ポ ー ツ 組織 と は強 い協力 関係 に あ る 。

9 . 上級中等学校 （「高等学校」） で は体育 は単位制で履修 さ れ て い る 。 シ ラ パス と し て 必

須の 基本的運動 と し て 5コ ー ス を 学習 内容 と し て 規定 し て い る が 「体力 ト レ ー ニ ン グ」

と 「体操 ・ リ ズ ム 」 は コ ア コ ース で あ る 。 「野外活動」 「球技」 「任意 運 動種 目 」 の 内 容

は地方 自 治体及 び学校の 裁量 に 任せ ら れ て い る 。

10. 総合制学校卒業者 の 約 1 / 3 が進学 する 職業教育学校 に お い て も 体育 は 一般基礎教育

科目 の必修教 科の ー っと な っ て い る が、 体育 は健康教育 と 関連 さ せ て 学習 さ れ て い る 。

11 .  1986年 か ら 実験 的 に ス ポ ー ツ 上級 中 等学校 （ 「 ス ポ ー ツ 学校 」 ） が 開 校 さ れ 、 現 在

(1990～91年度） 11校で あ る 。 ス ポ ー ツ 学校 の カ リ キ ュ ラ ム は普通 の 上級 中 等学 校 と 同

じ で あ る が、 一流競技者 を 目 指す 青年 に 対 し て特別 の配慮 が な さ れ て お り 弾力 的 に 単位
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麗修が で き る よ う に な っ て い る 。

12. 学校で の ス ポ ーツ 競技 は我が固 と 比較 し て小規模で あ り 、 主 に教師が組織 し た ゲ ーム

と し て展開 さ れ、 ル ール も 柔軟で あ る 。 公式競技 は学校 ス ポ ーツ 連盟下の 独立組織で 主

催さ れ て い る 。

フィ ン ラ ン ドで は 、 筆者が 訪問 し た 1995年は教育改革の進行 中 で あ り 、 カリキ ュ ラ ム も

前年の 1994年 に 改正 さ れ て い た。 し か し、 改正 カリキ ュ ラ ム が、 教育現場で ど の よ う に 実

施 さ れ て い る か に つ い て の 資料の入 手は不可能で あ っ た し 、 今 日も い ま だ不十分で あ る 。

こ の こ と に つ い て は、 我が国 に お い て も 、 学校 5 日制に 対応 し た 「新学習指導要 領」 の 改

訂 （実施 ： 小 ・ 中 は2002年、 高校 は2003年） が進行 中 で あ る の で、 我が固 と の 比較研究 と

い う 視点か ら 稿を 改 め て と り 上げて み た い。

最後 に 、 資料収集等 に 懇 切丁寧 に 対応 し て い た だ い た 多 〈 の 方 々 の う ち、 特 に 拙稿の 学

校体育 ・ ス ポ ーツ に 閲 す る 資料収集 に 多 大 の ご尽 力 を い た だ い た 、 Department for 

Sports and youth Affairs of the Ministry of Education の Raija Mattila 女史及 び 、

The Finnish Society for Research i n  Sport and physical Educationの Leena Nieminen 

女史 に 記 し て感謝の意 を 表 し た い。

注

1 . 「ペサパ ッ ロ 」 と 呼ばれ、 我が国で行われて い る 野球 と は、 ダ イ ヤ モ ン ド 、 球、 パ ッ ト 、 グ ロ ー

プ ぐ ら いが共通 （同 じ で は な い） な だ け で、 ス タ イ ルは大幅に異な っ て い る 。

2 . 現在は ユパ ス キ ュ ラ 大学の ス ポ ー ツ ・ 健康科学部が フ ィ ン ラ ン ド に お け る 体育教 師養成 の 唯一 の

学部で あ る 。 フ ィ ン ラ ン ド の 教師は全て 「修士」 の称号を受 け て い る 。 同学部は 4 学科 （体育学科、

運動生理学科、 ス ポ ー ツ 社会科学科、 健康科学科） か ら な り 体育教師 に 加 え て 、 ス ポ ー ツ 、 ス ポ ー

ツ 行政、 コ ー チ ン グ、 健康教育、 理学療法等の専門家を養成 し て い る 。

3 .  19歳以下の青少年の約4696が ス ポ ー ツ ク ラ プで違動を行 っ て い る が、 人気の あ る ス ポ ー ツ は、 サ ッ

カ ー 1696、 ス キ ー ・ ス キ ー ジ ャ ン プ16%、 ア イ ス ホ ッ ケ ー 15% 、 水泳1196、 陸上競技 9 % で あ る

(1991～94）。 ま た、 15歳以下の子供を対象 （2 ,675名〉 と し た調査 に よ る と ス ポ ー ツ 重量加率が10% を

超 え た ス ポ ー ツ は、 サ ッ カ ー22%、 陸上続技15%、 ク ロ ス カ ン ト リ ー ス キ ー 14%、 サ イ ク リ ン グ 14

%、 ア イ ス ホ ッ ケ ー 13%で あ っ た (1991)。

4 . フ ィ ン ラ ン ド で は、 17～60歳ま で の男性すべて が兵役義務を 負 っ て い る が、 国 防 に 関 し て 法 律 の

中 に 「軍事訓練を行い、 国防意欲の増進 と 国民の体位向上を は か る 活動 に 参加す る 」 こ と を 定 め て

い る （傍点筆者）。

5 . 我が国 で は現在の と こ ろ 高校で独立の体育ま た は ス ポ ー ツ 専門の 学校 は な い が、 「体育 に 関 す る
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フ ィ ン ラ ン ド の学校体育 ・ ス ポ ー ツ

学科 ・ コ ー ス」 設置校は、 1996年度現在公立109校、 私立104校の計213校、 生徒数は 男 子21,485、 女

子8, 706の 計30, 191人で あ る （「ス ポ ー ツ と 健康」 Vol .28 - 10 ,pp.56 - 58, 1996）。

な お、 例 え ば英国 で も 中等学校の多様化政策が進め ら れ、 1997年 に 「体育 カ レ ッ ヂ」 の 認定 校 が

誕生 し て い る （「文部時報」 1442号 p80 , 1997）。
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